
千葉県における汚濁負荷対策等の
取組状況について

令和７年４月２４日（木）
千葉県環境生活部水質保全課

（↓千葉の海パッケージデザイン：「万祝」アレンジ柄）

中央環境審議会水環境部会
第4回総量削減専門委員会 ヒアリング資料

SHIBAZ02
画像



千葉県の水質の現状
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【化学的酸素要求量等（COD）】 【全窒素、全りん】

東京湾の水域類型と環境基準値



【化学的酸素要求量】

〇近年の環境基準達成率は４０～６０％を推移

〇A類型、B類型、C類型ともに、水質はほぼ

横ばいを推移。
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千葉県の水質の現状千葉県の水質の現状
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環境基準達成状況の推移



【全窒素】

〇近年の環境基準達成率は１００％

〇長期的に改善傾向であり、近年は横ばい
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千葉県の水質の現状千葉県の水質の現状
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環境基準達成状況の推移



【全りん】

〇近年の環境基準達成率は８０～１００％

〇長期的に改善傾向であり、近年は横ばい
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千葉県の水質の現状
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環境基準達成状況の推移



赤潮・青潮の発生状況

千葉県の水質の現状
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・第１次計画と比較して５割程度削減

・全ての発生源において、負荷量の

削減が進んでいる。

・近年の削減量は微減で推移。
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千葉県の水質の現状
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汚濁負荷量の推移
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第９次総量削減計画に係る取組

◆下水道整備の推進

江戸川左岸流域下水道では下水量増加

のため、江戸川第一終末処理場を整備。

水処理１系列が完成し、令和３年３月

から供用開始。

◆高度処理の導入

東京湾の富栄養化対策のため、

高度処理（凝集剤併用型ステップ

流入式多段硝化脱窒法）を導入。

【実績】T-N 約5~6 mg/L（排水基準：20 mg/L）

T-P   約0.1 mg/L（排水基準： 1 mg/L） 8

生活排水対策



99

生活排水対策

第９次総量削減計画に係る取組

◆浄化槽設置者への補助

〇市町村が実施する助成事業の経費の一部を補助 (実績：R5設置補助284基）

・単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換推進

・高度処理型浄化槽の普及（閉鎖性水域における上乗せ補助）

例：高度処理型浄化槽（N10型）の設置に対し、

上限２０万円を県と市町村で上乗せ助成する

◆浄化槽設置者への啓発

・リーフレットの配布等による、

適正な維持管理の啓発

・法定検査未受検者に対する受検指導



第９次総量削減計画に係る取組

◆総量規制対象事業場に係る確認・指導等

規制対象事業場に対して、立入検査を実施し、

基準の適合状況の確認・指導を実施。

◆京葉臨海地域主要企業との環境保全協定の締結

京葉臨海地域の主要企業と県、

市の三者間で環境保全協定を締結。

水質汚濁防止法よりも厳しい

協定値を事業者ごとに定めている。

⇒協定締結前から

COD約90％、全窒素と全りん約30％削減

千葉県の指定水域
及び指定地域
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産業排水対策



第９次総量削減計画に係る取組

◆農地からの負荷量削減対策

・ 緑肥作物を活用することによる減肥

→畑地からの硝酸態窒素の溶脱が減少

◆畜産排水対策

・家畜排せつ物の処理施設整備の経費一部を補助

・家畜ふん堆肥の利用促進のため、畜産農家の堆肥情報を千葉県HPに掲載

R6年度登録者：１２３（指定地域のみ）

◆養殖漁場の改善

・漁業関係者の協力のもと、養殖場の環境を調査し、適正な給餌、

適正密度での飼育等について技術指導
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その他発生源対策



回収された鋼管杭

第９次総量削減計画に係る取組

◆湾奥部における流況改善

東京湾奥（浦安市ー千葉市）

にある大規模な深堀部を埋め戻し、

漁場機能を回復する。

◆海底障害物の調査、除去及び処分経費の補助

・漁具による障害物の除去

・大きな遺棄物の潜水調査、

クレーン船での回収及び処分
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水質浄化事業の推進



第９次総量削減計画に係る取組

◆藻場・干潟の保全

漁業者等が実施する藻場・干潟保全活動を支援

（例）食害生物（ツメタガイ等）の除去、

食害防除網の設置、母藻の投入 等

◆貧酸素水塊対策等に関する研究

千葉県水産総合研究センターでは、大学やその他研究機関と連携し、

貧酸素水塊対策や栄養塩類等に関する研究を行っている

例：浅場・マウンド造成による貧酸素水塊の影響軽減効果の検証
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水質改善に資する取組の推進



第９次総量削減計画に係る取組

◆情報発信

・漁業者と共同で水質（水温・DO等）

観測を実施

・県ホームページで東京湾貧酸素水塊

分布予測システムを公開

・関係機関と連携し貧酸素水塊速報（R6年度20回）を発出

◆啓発活動

環境イベントに出展し、展示等により

県民向けの啓発活動を実施。

（実績：エコメッセinちば、いちはら環境フェスタ等）
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教育・啓発等



今後の課題

・特にCODは、環境基準達成率が４０～６０％で推移

・東京湾内での赤潮・青潮は継続発生

・のり養殖漁場を含む一部海域での栄養塩類不足の指摘
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・生活・産業排水対策は進んでいるものの
近年の東京湾の水質は横ばい


